
天聖宮 と二つの蒙再聖旨裏碑

～山西省浮山県東張郷の天聖宮遺蛙を訪ねて～

渡邊 久

は じめ に

山西 省 臨扮市 の東郊 、 浮 山県東 張郷 貫 里村 に天聖宮 あ るい は慶唐 観 と呼 ばれ る道

観 の遺趾 が あ る。2005年 初秋 、「13、14世 紀 東ア ジア諸言 語 史料 の総 合・的研 究 元

朝 史料 学の構 築 のた めに」(代 表:奈 良大 学教授 ・森 田憲 司)、 お よび2009年 夏 、「中

国 社会 へ の モ ン ゴル帝 国 に よ る 重層 的 支配 の研 究 元 朝 史料 学 の新 展 開 を め ざ し

て」(代 表:龍 谷 大学教 授 ・村 岡倫)に よる海 外 調査 の 一環 と して 、いず れ も村 岡氏

に同行 させ て いた だ き、 こ こを訪 れ る機 会 をいた だい た、,これ はそ の報告 の一 部 で

ある。

[1]慶 唐観 か ら天聖 宮へ

臨扮 は、か つて は平 陽 とも呼 ばれ 、 占くは漢 の票騎 将軍 奮去病 が旬 奴征 伐 に北 上

す るに際 して 、実 父 と対 面 した故事 も知 られ てい る、,また、五胡十 六国 時代 を拓 く、

旬 奴の劉 淵 がそ こに根拠 地 をお い た よ うに 、長安 か ら太原 へ 、 さ らに北 方草原 地 帯

へ と至 る、 太古以 来 の交通 ・軍 事 の要衝 で あ る。 また平 陽の北 に はそ の神 霊 を祭 る

Wが そび え、 市内 の尭廟 を は じめ、周辺 地 域 には 民間信 仰 に 由来 す る 史跡や 施設

が多数存 在す る,,

臨扮市 の 東方 に位 置 す る浮 山県へ は 、 山西独特 の黄 土台 地 に耕地 が ひ ろが り、羊

の群れ が とき どき道路 わ きに 見 え隠れす る、の どか な風景 の中 を行 く、 一旧寺問 ほ ど

の道 の りであ る。 浮 山県 には 、現 在 も前漢 の大 宰相 で あっ た奮 光 の墓 といわれ る古

跡 が残 され てい る。 この 県は北緯36度 線 上 にあ り、 日本 では茨城 県の水 戸 市周 辺 に

あた る。

浮 山県の南部 に位 置す る 東張郷 は、 二峰 山(標 高1267m)を 境 と して翼城 県 と隣接

す る。 東張 か ら翼 城 へ は、 二峰 山を越 えて ゆ く山道 とそ の 山麓 を迂 回 す る道 のふ た

つの ルー トが あ る、、そ の岐路 に 貫里村 への 入 り口 もあ る,,こ の道 を とって二峰 山の

西北麓 に広 が るテー ブル 状 の黄上 台地 のLへ とっつ く坂 道 をの ぼ りっ め る と、貫 里

村 聚落 に至 る,,天 聖 宮 の遺堆 は こ こに あ 惹,

天聖 宮 は、唐 代 に龍 角 山慶唐 観 と して は じまった,そ の 名の 由来 とな った 二峰 山

はかつ て龍 角 山 と もよばれ てい た,,一一一説 に、龍 角 とは 角笛 を さ し、道 教 の儀式 に用

い る こと もあっ た とい う、,唐の龍 角山慶唐 観 につ いて は 『道 藏』洞神 部記傳 類 の 『龍

角山記 』が よく知 られ てい る し、清 代 の 『浮 山縣志』 に も詳 しい記事 が あ る,,

か つ て唐 の 高祖 の武徳 年 間(618～626)、 こ こに あった 大樹 の 下に 、 白馬 と青 童を

従 えた老子 さまが出現 し、「わ た しは唐の 皇帝 の遠祖 で ある」 とのお 告げ を 下す 、里
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人か ら政府 に報 告 した ところ、唐 で は建 国の 当初 に あた って老子 を皇 室 の祖 先 とし

た事情 も手伝 って 、使 者 が派遣 され 、つ いに勅命 に よ りこ こに老 子 を まつ る祠 堂 を

建 て る ことにな る。慶 唐観 の創 建説話 で あ る。

実際 には 、唐朝 の最盛 期 玄宗 の開元十 四年(726)頃 に皇 帝直筆 の額 と碑 文 を下賜 さ

れ 、正式 に道観 へ と昇 格す る。 記録 に残 る慶 唐観 の は じま りで あ る。 この とき 旧名

の羊角 山か ら龍 角 山に、浮 山県 も神 山県に改 称 され た。 そ もそ も機 会 あ る ご とに唐

朝 は 全 国 に道観 を増 設 した が 、 この 時 の修 築 責 任 者 は 玄宗 の後 宮 に 勢 力 を持 つ 宙

官 ・高 力士 であ った とされ 、 こ こ慶唐 観 に は老君殿 、三清殿 が営 まれ た。 その規模

は 、当時 、壮麗 さを誇 った とい われ る、毫 州 の 明道 宮 、洛 陽 の上清 宮 に並び 称 され

た とい う,,と はい え、現 在 は見 る影 もない。 ただ こ こに残 る、天 宝二年(743)の 「皇

帝宮金 籔斎煩 井序 」の碑 石断 片が唐 代 の香 りをかす か に伝 えてい るにす ぎな い。

戦 乱 にあ け くれ た五代 後唐 の長 興年 間(930～933)に も、慶唐 観 は一 時 的 に修 築 さ

れ た よ うであ るが 、宋 に よ り天下 が統 一・され る と、慶唐観 もよ うや く本格 的 に重修

され る。 太宗 皇帝 の淳 化 元年(990)の ことであ る。 そ の際 に 「宋慶唐 観重 修功 徳碑 」

が建て られ た。 これ は 「晋 州神 山県龍 角 山慶 唐観 重修 功徳 碑 」 と して 『三 晋石 刻総

目』 に も題 名 がみ え るが 、実物 は浮 山県博物 館 に収蔵 され てい る との こ とで ある。

さ らに道教 を厚 く信仰 した こ とで も知 られ る北 宋 の第 三代皇 帝真 宗 の手 に よって 、

景徳 二年(1005)に は、 三門 、道院 、行 廊 大小 三 百余 間が勅 建 され る。 また 『宋 史』

巻 六五、礼 志十 五 には次 の よ うな記 述 もある。

大 中祥 符 八年(1015)、 晋 州慶唐 観 、古柏 中に別 に椀 を生ず 、長 さ丈食余。

の ちに 「天聖 古 柏」 と称 され る よ うにな る巨木 が あ り、千年 あ ま り後 の民 国時 代

の写真 に も、そ の姿が残 され てい るが 、現在 は 見当た らな い。

第 四代仁 宗 の天聖 五年(1027)四 月 に、つ い に観 か ら宮 に昇格 す る。 いわ ゆ る天 聖

宮の は じま りであ る。 そ れ以 降 は天聖 宮 あ るいは天 聖観 とも呼 ばれ て ゆ く。 その 折

に孫景 文 な る もの に よ り碑 文 が撰せ られ た と され てい るが 、それ につ いては 二通 り

存在 した こ とにな って い る。 ひ とつ は 「天聖 宮紀 事碑」天聖 し年(1029)で あ り、『三

晋 石刻総 目』に題 名が掲 載 され て い る。も う一一つ は煕寧 四年(1071)に 立石 され た 「天

聖 宮事蹟碑 」(『[雍 正十 二]山 西通 志』 巻五 七、古 蹟一 、浮 山県所 牧)で あ る。

金 の章宗 の明 昌三年(1192)に は 、平 陽府 浮 山県の 天聖観 にお いて紀 聖碑 亭 を重修

す る。 あわせ て唐 代 の碑 を納 め る蓋 碑 亭 も修 築 され た。 この時 「重修 紀聖 亭碑 」 が

立 石 され た とい われ てい る。 金代 には この ほか に も姻 霞 閣が 大定 十七年(1177)に 天

聖 宮の伽 藍 内 に建 て られ てい る。 は るかの ちの 明代 に 「姻 霞 閣 に登 る」 と題 す る詩

が詠 まれ るの で、少な くと もその 頃 までは閣 が継承 され て いた と考 えて よい だ ろ う。

天聖宮 遺趾 に あ る小 祠 の東西 に配 置 され てい る一群 の碑 石 か ら、元代 の様 子 も う

か が うことがで き る。 た とえば 、元 の至 治三 年(1323)の 「天聖 祈 雨霊応記 碑 」 と読

める碑 石 が境 内 に現 存す る。 また西側 には 、元 の大徳 七年(1303)の もの と され てい

る 「石雛琉璃 角柱 」 な る大 きな石柱 二本 が な らべ られ てい る。
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また参道 沿い 西向 き に立っ 一組 の碑 石 もあ る。 一応 は繁額 、碑 、亀鉄 を備 えてい

るが 、相互 にサ イ ズが食 い違 うことは 一見 して 明 らかで あ る。 そ の纂額 に は 「天聖

宮紀 事碑 」とあ るか ら、上述 した天 聖 し年(1029)の 碑 の題 名 と一 致す るよ うで あ る。

壕額 よ りか な り小ぶ りの碑本 体 に刻 まれ た文 は、す で に摩 滅 してい て肉眼 で はほ と

ん ど読み 取れ ない が、 冒頭 はかす か に 「重 修天 聖宮 」 の文宇 が判 読 で きる。 近 年 、

この遺跡 につ いて記 した 『龍 角 山与慶 唐観 』 に よれ ば 、 これ は清 の康 煕年 間 の もの

であ る とされ てい る。

天聖宮 は 、唐 か ら清 まで の歴代 王 朝 に よって 、たび たび 修築や 保護 が与 え られ 、

時 に は文人 た ちに詩 作 の題材 を提 供 す るほ どの規模 を誇 った よ うであ る。 しか し現

在 そ こには 、古 の秀麗 さを うかが わせ る よ うな 建物 は ほぼ な くな ってお り、近年 さ

さや かな房舎 が再 窪 され たほ かは 、遺吐 と よばれ るにふ さわ しく、慎 ま しい小 さな

祠 堂 がの こされ てい るにす ぎない、,だが、 その祠 は悠 久 の歴 史を一 身 に背負 い 毅然

と した高潔 な英 姿で そ こに停 んで い る よ うに 見 える。 周 囲 には 、 一面 に緑一 色 の ト

ウモ ロコシ畑 がひ ろが り、参 道 わ きには 、 よ く手入れ され た コ スモ ス、 ダ リアな ど

の清 楚な花 が慎 ま しや かに咲 き、訪 れ る もの を温 か く迎 えて い るかの よ うで ある。

[2]天 聖 宮遺‡止(現浮 山県慶唐 観)存 碑 目録

下の表 は 、天聖 宮 に現存す る碑(天 聖)、 貫 里村 の老 年 小学セ ン ター碑廊 内に現 存

す るもの、お よび 『三晋石刻 総 目』臨扮巻 、『龍 角 山与慶唐 観』(龍 角 山)、 『慶唐 観』

な どにお さめ られ て い る情報 や録 文 の有無 につ いて整理 した もので ある。

《唐 》

紀聖銘

老君観

簑外題

実見 した 《大唐平陽郡龍 角山慶唐観大聖祖玄元皇帝宮金籔斎順井序》天宝二年
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(743)に つ い て は 、「慶 唐 観 金 籏 斎 頒 」(『 金 石 葦 編 』二 編 、唐 四 六 、所 収)お よ び 、『三

晋 石 刻 総 目』 臨 扮 巻165頁 〔198〕 に 記 事 が あ る。 実 測 した 大 き さは70×24×24cnl

で あ っ た。

《宋 》

撰者 三晋 龍角 慶唐 貫里 天聖 備
晋州神山縣龍角山慶

唐観重修功徳碑
王 千里 淳化1 990 0 録 文

慶唐観碑銘井序 韓望 大中祥符1 1008 録文 録 文

宋真宗太L老 君混元
1;徳皇帝冊文 大中祥符7 101 録 文 侠

中書門 ド牒碑 天聖4 1026 0 存
天聖宮紀 事碑 孫景 文 天聖7 1029 ○ 録文 繁額
重修三清殿記 政和1 1111 録 文

《天 聖宮紀 事碑 》は壕 額 のみで あ る。この筆額 は:『三 晋石 刻総 目』臨扮 巻166頁 〔208〕

に該 当す る と思 われ るが 、そ の下 に組 み 合 わ され て い る碑 板 は、前 述 した よ うに繁

額 と一致 しない よ うであ る。

《 中書 門 下省 牒 》

『三晋 石 刻 総 目』 臨 扮 巻166頁 〔207〕 に 、 「青 石 質 、 長 方 形 。 碑 版100×55×

10cm。 宋 天 聖 四 年(1026)三 月 」 と あ る の が 、 そ れ に あ た る よ うで あ る。 そ の 冒頭

は 「尚書 省 牒 」 とは じま る。 祠 堂 の 基 壇 上 に置 か れ て い る。

《金 》

撰者 一こ晋
龍 角lh 慶唐観 貫 胆村 天聖宮

重修嘉潤侯殿記 王建中 天会11 1133 0 録 文

重修華池嘉潤侯殿記 田蔚 癸1}: 1167 0 録 文

重修天聖宮紀聖銘碑亭記 明 昌3 112 0 録 文

《元 》

撰者 こ晋 龍角山 慶唐観 貫里村 天聖宮

蒙舟皇帝聖 旨裏碑(三 月) 戊午 1258 0 録 文 録文写

蒙計皇帝聖旨裏碑(四 月) 戊午 125 存

華池廟之賛碑 至 元27 1290 0

天聖宮祈雨霊応記碑 至治3 1323 0 額写真 存
天聖宮紀事井序 E利 用 至 元5 1`339 録文 録 文

天聖宮紀事井序 趙承嬉 至iI 2 1342 O 録文 録 文

謁天聖宮井序碑 イ契一K立 至it 6 1346 ○ 録文 録 文

宿天聖宮井序碑 至 コ 10 1350 0

石雛琉璃角柱(左 右) 大徳7 1303 0 存
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《二つ の諭 蒙 研皇帝 聖 旨裏 碑 》

『三晋 石刻 総 目』 には 「伝諭 蒙再 皇帝 聖 旨裏碑 」 の存在 が記 され て い る。 それ に

つ いて、住持 の荘道 士 に よれ ば 、その碑 は天聖宮 遺吐 には現存 してお らず 、 同村 内

の ある個 人住 居で管 理 され て い る との ことな ので 、2005年 にはそ こを訪れ た。 天聖

宮 か ら 自動 車 で しば らく移動 した 、黄1-一台 地 の崖 を利用 して作 られ た…軒 のヤ オ ト

ンであ る。

碑版 は縦78× 横51× 厚17cmで 、青黒 色石質 、円首 、楷 書 、印章 が刻 され てい る。

そ の右 上冒頭 は 「蒙古 皇帝聖 旨□□大 王令 旨裏」 とは じま り、 「戊午 年 四月十三 日」

で終 って い る,,

これ につ いて は、調 査 の主宰 で あ る村 岡倫 氏 が 「モ ン ゴル 時代 の 山西平 陽地 区 と

諸 王の権 益 聖姑廟 「阿識 牢 大王 令 旨碑 」よ り一」(13、14世 紀東 ア ジア 史料 通信

第10号 、2009年3月)に おい て考察 され た,、

そ の後、高橋 文 治氏 か ら、それ とは別 の 「蒙 将聖 旨裏碑 」が浮 山県博 物館 にあ り、

その碑 は 「戊午年 三 月」であ る とい う貴 重な ご指 摘 を、研 究会 の席 上で いた だい た。

た しか に資料 『龍 角 山与慶唐観 』 にそ の録 丈が あ り、 また 『慶唐観 』 には拓影 が 印

刷 され て い る ものが これ にあた る よ うで々)る、、そ こには 「二月」と明記 され てい る。

つ ま り我 々 が実 見 した 「四月」 蒙再聖 旨裏碑 とは別 に も う一つ の碑 が存在 す る こと

が わか った,、

2009年 、「四月」碑 は貫里村 入 口に あ る 「老年・小学 」な る コ ミュニテ イーセ ン ター

内の碑廊 に移設 され てい る、,セン ター の碑廊 には、 この他 に清碑 が10徐 、 明碑1、

宋碑1な どが あ る。

なお 、 さき ほ どの 「三月」蒙計聖 旨裏碑 につい ては 、『三晋 石刻総 目』 臨扮巻 に紹

介 され てお り、「碑版78×50×23Cm、 周 囲に 花紋 を刻 む,,文 字 には人小 あ り、2cm程

の ものが 一一般 的だ が3cmも あ る,、年 、月日の字 は4cmで 、年 号の上 部 に7cm四 方の繁

文印章 が 刻 まれ てい る」(167頁 〔217〕)と あ り、 「四月」碑 よ りやや 厚手 に なって い

る。 また 「三 月」 碑 が展 示 され てい る とい う浮 山県博物館 を訪れ たが 、2009年 夏時

点 にお い ては参観 で きなか った,

これ ら二つ の聖 旨碑 の 由来iや録 文 につ い ては 、高橋 文治 氏 に よる研 究が近 刊 され

る、、

《 天 聖 宮 祈 雨 霊 応 記 碑 》

『三晋 石 刻 総 目』 臨 扮 巻!67頁 〔219〕 に 、 「青 石質 、 円 首 、 豪 額 あ り。 碑 版151

×62×28cm、 元 至 治 三 年 歳 次 癸 亥(!323),/浮 山 県 尉 程 鵬 翼 蒙 文 、 晋 寧 路 浮 山 県 主 簿

劉 信 書 丹,,楷 書 」 と あ る,,2005年 、 祠 堂 東 側 に 横 置 き 、 下 部 数 セ ン チ が 土 中 に 埋 没

して い た が 、2009年 に は や や 整 備 され 、 参 道 右 側 に__1_,_¥てられ て い る。
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《石雛 琉璃 角柱(左 ・右)》 大徳 七年(1303)

『三晋石 刻総 目』 臨 扮巻169頁 〔236/237〕 にあ る。 現在 も境 内 に存 す。

《明～ 民国 》

《明 》 撰者 三晋 龍角山 慶唐観 貫里村 天聖宮

重修 天聖宮各村施資財木

植姓名
隆慶2 1568 存

天聖宮碑記 萬暦14 1586 0

《 清 》 撰 者 一こ晋 龍角山 慶唐観 貫里村 天聖宮

音琶角山 汕条宇中石卑片; 康1ミ川 康煕1 1662 録 文

禁 止結社碑 康 煕16 1677 存
重修天聖宮碑記 康 煕38 16y9 0

善人碑 雍110 1732 存
断案永櫨碑 乾隆48 173 存
重修碑 乾 隆60 1795 存
重修天聖宮碑 記 張嫡南 嘉慶16 1811 録 文 存
重修天聖宮碑記 道 光1 1821 写真 存
重修 一二峰 山碑 道 光13 1833 存
創建1ミ皇塔碑記 道 光26 1846 存
将軍殿毫殿東=管 碑 光緒22 196 存

貫 里村 の入 り口に位 置す る老年 小学 に あ る碑廊 に は 「重修 天聖 宮碑 記」(道光元年)

をは じめ とす る碑 の ほか に、未整 理 の碑 お よび碑 、片が数点保 管 され てい る。

おわ りに

天 聖宮 とそれ を と りま く自然 の清 浄 な美 しさは古 くか ら賞賛 の 的 とな ってい る。

た とえば、至 正六 年(1346)春 二 月六 日、粛 政廉 訪使 と して この地 を訪 れ た 、高 昌イ契

氏 の俊 秀 、延祐五 年 の進 士 、イ契玉 立 に 「天聖 宮 に謁 す」 とい う詩 が ある。

玉騎朱施降翠轡

神光紫氣応函関

真仙出没時無有

客使憂勤自往還

古殿姻横千歳栢

霊池雲続萬重山

遭枝珠蕊垂甘露

願祝豊年瑞雪頒

玉騎 と朱施は翠(あ お)き 轡(や ま)に降 り

神光 と紫氣は函関に応ず

真仙の出没すること時に有る無く

客使は憂勤 して自ら往還す

占殿の姻は横たわる千歳の栢

霊池の雲は緯る萬重の山

遭枝 と珠蕊は甘露を垂らし

願い祝るらくは豊年瑞雪の頒 とならん
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これ は 「謁天 聖宮 井序碑 」 と して伝 え られ 、清代 に は顧 嗣 立(1669-1722)に よっ

て 『元詩選 』三集 巻 十 にお さめ られ る こ とに な る。 また原 文は 『浮 山県志』(同 治 、

光緒)な どに も見え る。 『三晋 石刻総 目』 臨扮 巻に は、 この碑 も天 聖宮 遺蛙 に現 存 し

て い る と してい るが、 今回 は確 認 で きなか った,、

古 くか ら、 多 くの詩 にそ の麗 しさを うたわれ た 天聖宮 も、い つの まにか人 々か ら

忘れ 去 られ るよ うになっ た。

現在 この宮 の住持 であ り、道教 教義 の研 究 者 と して も活 躍 され てい る、荘道 士 に

よれ ば、天聖 宮 は度重 な る戦禍 を被 り、敷 地 を囲 ん でい た矯壁 もな くな り、伽 藍 は

壊 滅 して、今 は この小 さな祠堂 が残 るにす ぎな い とい う。 そ のお話 の通 り、小祠 の

西側 には 「中華i民国 し年(1918)」 の記年 が あ る碑 石や 、 「重修 聖 宮右跡碑 誌 」 と読 め

る蒙額 片 な どが散 在 し、石柱 な ど と ともに叢 に倒 れ た ま まであ る。 古 来、 東張郷 が

南北 交通 の要衝 で あ るこ とに加 え、貫 里村 一帯 が高 台 にな って い る こ ともあ り、た

びたび 戦禍 を免れ なか った のだ ろ う。

現在 こ こ天聖 宮遺 堆 は、浮 山 県、 貫 里村 の 人 々が荘道 士 らを中心 に再建 に尽 力 し

て い る。爽 やか な風 が吹 く、「二峰 夕照」 とい う言 葉 にふ さわ しい風光 明媚 な ところ

で あ り、一 日も早 い復興 が期 待 され る。 道 士 の 日常 は厳 しい との こ とだ が、数 年前

に還 暦 を迎 え られ 、 いっそ う若 々 しく、私 た ちに 「気」 をお くって くだ さった。

《参 考 文献 》

女兆錦 玉主編 『龍 角山与慶唐 観』 浮 山 県老促 会 、2003年3月

楊 紅旗 ら編 『慶唐観 』浮 【」」県慶 唐観 編委 会 、2008年10月

村 岡 倫 「モ ン ゴル時代 の右 翼 ウル スと山西 地方 」『碑刻等 史料 の総 合的 分析 に よる

モ ンゴル 帝国 ・元朝 の政 治 ・経 済 シ ステ ムの 基礎 研 究』、2002年

「モ ン ゴル 時代 の 山西平 陽地 区 と諸 王 の権 益 聖 姑廟 「阿識F大 王令 旨

碑」 よ り一」『13、14世 紀 東 ア ジア 史料 通信』 第10号 、2009年3月

解希 恭 ・張新知編 『三晋石 刻総 目』臨 扮巻 、 山西古籍 出版 社、2004年

金 、闘名輯 『龍 角 山記 』、 中国道観 志叢刊 続編 所収 影印 正統道 蔵本

(わたなべ ひ さ し 龍 谷大学)

14


